
予
算
審
査
特
別
委
員
会
を
開

き
、
平
成
27
年
度
予
算
に
つ
い

て
、
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

平
成
27
年
度
一
般
会
計
当
初

予
算
は
２
９
１
億
円
で
過
去
最

高
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

執
行
部
か
ら
は
予
算
編
成
方

針
と
し
て
、「
日
本
一
の
ふ
る

さ
と
朝
倉
」
づ
く
り
に
向
け
、

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
施
策
を

重
点
化
し
、
事
業
を
効
果
的
に

推
進
し
て
い
く
と
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

平
成
26
年
度
は
市
長
選
挙

に
よ
り
当
初
予
算
は
骨
格
予
算

で
あ
っ
た
た
め
、
６
月
議
会
で

の
補
正
後
の
予
算
総
額
と
比

べ
て
も
、
29
億
７
２
５
８
万

円
、
11・

４
％
の
大
幅
な
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。
増
額
の

大
き
な
要
因
と
し
て
、
朝
倉

農
業
高
等
学
校
跡
地
活
用
推

進
事
業
（
５
億
１
５
２
０
万

円
）
、
新
秋
月
郷
土
館
建
設
事

業
（
５
億
１
０
５
２
万
円
）
、

水
源
か
ん
養
基
金
へ
の
積
立
金

（
４
億
５
５
４
５
万
円
）
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

義
務
的
経
費
（
人
件
費
、
扶

助
費
、
公
債
費
）
の
予
算
編
成

比
率
は
40・

８
％
で
、
前
年

度
６
月
補
正
後
の
予
算
額
と
比

較
し
て
７
０
５
６
万
円
の
増
で

す
。
ま
た
、
投
資
的
経
費
（
普

通
建
設
事
業
費
、
災
害
復
旧
事

業
費
）
の
予
算
編
成
比
率
は

19・

８
％
で
、
前
年
度
６
月
補

正
後
の
予
算
額
と
比
較
す
る
と

22
億
７
８
７
２
万
円
の
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入
に
お
い
て
は
、
根
幹
を

な
す
市
税
、
地
方
交
付
税
、
臨

時
財
政
対
策
債
な
ど
の
一
般
財

源
の
総
額
は
、
５
８
９
１
万
円

の
減
と
な
る
予
算
額
と
な
っ
て

い
ま
す
。

審
査
で
は
、
朝
倉
市
が
大
規

模
事
業
へ
取
り
組
ん
で
い
く
中

で
の
、
今
後
の
財
政
と
事
業
費

の
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
多
く
の

質
問
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

朝
倉
農
業
高
等
学
校
跡
地
を

活
用
し
、「
食
と
農
と
健
康
が

集
う
ふ
る
さ
と
の
公
園
」（
仮

称
）
を
整
備
す
る
た
め
、
施
設

解
体
工
事
、
造
成
等
公
園
整
備

実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

甘
木
公
園
を
安
全
快
適
に
利

用
で
き
る
よ
う
に
、
親
水
デ
ッ

キ
や
護
岸
の
改
修
な
ど
を
行
い

ま
す
。

朝
倉
農
業
高
等
学
校
跡
地
に

総
合
的
体
育
施
設
を
整
備
し
、

市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
需
要
に
応
え

ま
す
。

平
成
27
年
度
は
基
本
設
計
業

務
を
行
い
ま
す
。

新
秋
月
郷
土
館
（
仮
称
）
を

建
設
し
、
貴
重
な
歴
史
・
芸
術

資
料
を
大
切
に
保
全
・
収
蔵
し
、

展
示
公
開
で
き
る
施
設
と
し
ま

す
。新

築
建
築
主
体
工
事
、
空
調
・

給
排
水
等
設
備
工
事
な
ど
の
事

業
費
で
す
。

学
校
施
設
環
境
を
整
え
る
た

め
、
秋
月
・
杷
木
校
区
を
除
く

小
中
学
校
に
空
調
設
備
を
設
置

し
ま
す
。

平
成
27
年
度
は
中
学
校
の

普
通
教
室
、
給
食
セ
ン
タ
ー
及

び
職
員
室
に
空
調
設
備
を
設
置

し
、
平
成
28
年
度
に
小
学
校
な

ど
へ
の
設
置
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

超
高
齢
・
人
口
減
社
会
対
策
と
大
型
事
業

「
朝
倉
農
業
高
等
学
校

跡
地
活
用
推
進
事
業
」に

５
億
１
５
２
０
万
円

「
甘
木
公
園
整
備
事
業
」に

１
億
９
６
０
０
万
円

「
秋
月
郷
土
館
建
設

事
業
」に

５
億
１
０
５
２
万
円

「
総
合
的
体
育
施
設

整
備
事
業
」に

２
６
９
９
万
円 改修予定の親水デッキ

みんなに愛される公園に

朝
倉
農
業
高
等
学
校
跡
地

「
小
中
学
校
空
調
設
備

設
置
事
業
」に

１
億
８
１
２
８
万
円

朝倉市政最高予算
　一般会計291億円を可決
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秋
月
小
学
校
施
設
を
使
用

し
、
秋
月
中
学
校
と
の
施
設
一

体
化
を
行
う
こ
と
で
小
中
一
貫

校
を
設
置
し
ま
す
。

学
校
設
置
に
係
る
拡
張
用
地

購
入
や
敷
地
造
成
設
計
委
託
な

ど
の
費
用
で
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
Ｐ
Ｒ

を
行
い
、
全
国
の
朝
倉
市
出
身

の
方
や
朝
倉
市
に
関
心
の
あ
る

方
に
朝
倉
市
へ
寄
附
を
い
た
だ

き
ま
す
。

ま
た
、
応
援
寄
附
金
を
い
た

だ
い
た
方
へ
特
産
品
な
ど
を
送

付
し
、
お
礼
を
行
い
ま
す
。

「
ふ
る
さ
と
応
援

寄
附
金
」に

１
４
９
万
円

「
秋
月
小
中
一
貫
校
施
設

建
設
事
業
」に

３
４
５
５
万
円

一般会計当初予算	 291億円（前年：261.2億円）
特別会計当初予算	187.3億円（前年：178.5億円）

区　　分 平成26年度
当初予算額（※）

平成27年度
当初予算額

対前年度比較

増減額 増減率

一般会計 261億2741万円 291億0000万円 29億7258万円 11.38％

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

住宅新築資金等貸付 977万円 885万円 △92万円 △ 9.44％

簡易水道 833万円 1061万円 227万円 27.33％

国民健康保険 82億7865万円 91億7150万円 8億9285万円 10.78％

事業勘定 79億8922万円 88億9716万円 9億0794万円 11.36％

直診勘定 2億8943万円 2億7434万円 △1509万円 △ 5.21％

後期高齢者医療 8億3954万円 8億9472万円 5518万円 6.57％

介護保険 57億2271万円 55億5212万円 △1億7058万円 △ 2.98％

保険事業勘定 56億9981万円 55億2961万円 △1億7020万円 △ 2.99％

介護サービス事業勘定 2289万円 2251万円 △38万円 △ 1.68％

下水道事業 22億8387万円 23億7881万円 9494万円 4.16％

農業集落排水事業 4億2254万円 4億2050万円 △203万円 △ 0.48％

個別排水事業 2億8507万円 2億9844万円 1336万円 4.69％

工業用地造成事業 46万円 46万円 0万円 0.00％

特別会計合計 178億5097万円 187億3604万円 8億8507万円 4.96％

合　　計 439億7838万円 478億3604万円 38億5766万円 8.77％

※平成26年度当初予算額は、6月補正後の本予算額を記載しています。
　万未満切り捨てのため、計が一致していません。
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Q  広報紙費の削減についての考えは

A  経費削減については検討をし
 　ている

Q   市議会広報委員会では経費削減のため、市

議会だよりの用紙の変更を検討している。

　広報紙は 1 万 9950 部印刷し、2250 万円

の印刷代がかかっているが、どのような考えを

もっているか。

A  紙面構成を工夫し、分かりやすい紙面であ

ることを踏まえながら、いかに経費削減を行

うか検討している。

　

平
成
27
年
度
朝
倉
市
一

般
会
計
予
算
に
つ
い
て
は
、

３
月
定
例
会
で
、
議
長
を

除
く
19
人
の
議
員
で
構
成

さ
れ
る
予
算
審
査
特
別
委

員
会
を
設
置
し
、
４
日
間

の
日
程
で
審
査
し
、
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
取
り
上
げ
ら

れ
た
い
く
つ
か
の
質
疑
・

応
答
を
要
約
し
て
紹
介
し

ま
す
。

チェック徹 底
Q   

合
併
10
周
年
に
関
す
る
事

業
に
つ
い
て
は
予
算
を
有
効
活

用
し
、
せ
っ
か
く
事
業
を
行
う

の
で
あ
れ
ば
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
す
べ

き
で
あ
る
。

　

市
と
し
て
合
併
10
周
年
を
ど

の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

A  

合
併
10
周
年
で
あ
る
こ
と

を
広
く
市
民
に
周
知
し
、
今
後

も
市
が
一
体
と
な
り
、
ま
ち
づ

く
り
を
行
っ
て
い
く
こ
と
を
趣

旨
と
し
、
記
念
式
典
な
ど
を
計

画
し
て
い
る
。

　

他
の
事
業
に
つ
い
て
も
10
周

年
の
冠
を
付
け
る
こ
と
で
Ｐ
Ｒ

を
行
い
、さ
ら
に
統
一
ロ
ゴ
マ
ー

ク
を
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
封

筒
な
ど
の
印
刷
物
に
使
用
し
、

多
く
の
方
の
目
に
と
ま
る
よ
う

に
取
り
組
む
。

Q   

特
産
物
育
成
事
業
に
つ
い

て
、
生
産
者
と
農
業
団
体
と
行

政
と
が
一
体
と
な
り
、「
朝
倉
市

は
こ
の
よ
う
な
ブ
ラ
ン
ド
を
作

る
」
と
い
う
方
向
性
に
向
か
っ

て
継
続
的
に
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
本
当
の
地
域
農
業
の
ブ
ラ
ン

ド
は
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。

A  

平
成
26
年
度
か
ら
農
業
振

興
課
、
商
工
観
光
課
、
農
林
課
、

秘
書
政
策
課
の
４
課
で
農
商
工

連
携
を
進
め
て
い
る
。

　

現
在
、
市
内
で
栽
培
さ
れ
て

い
る
農
産
物
は
全
て
特
産
品
に

な
り
得
る
と
判
断
し
て
取
り
組

み
を
進
め
て
い
る
が
、
野
菜
類

で
あ
れ
ば
施
設
整
備
に
よ
っ
て

１
年
中
、
安
定
供
給
で
き
る
体

制
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
特
化
し
た
地
域
に
強
み
が

あ
る
。

　

ブ
ラ
ン
ド
化
に
は
少
し
苦
戦

を
し
て
お
り
、
も
っ
と
努
力
し

て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

Q 

合
併
10
周
年
に
関
す
る
事
業
を
も
っ
と

　

 

Ｐ
Ｒ
す
べ
き
で
は
な
い
か

A 

事
業
に
市
制
施
行
10
周
年
の
冠
を
付
け
る

　

 

と
と
も
に
、
統
一
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
使
用
す

　

  

る
こ
と
で
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く

Q 

継
続
的
な
取
り
組
み
が
な
け
れ
ば
本
当
の

　

 

地
域
農
業
の
ブ
ラ
ン
ド
は
で
き
な
い
の
で

　

 

は
な
い
か

A 

平
成
26
年
度
か
ら
農
商
工
連
携
を
進
め 

　

 

て
い
る

朝倉市制施行
10周年

〜平成28年3月20日〜
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Q   朝倉市は災害に強いまちづくりを進めており、事業

内容説明書には自主防災組織育成事業において、災害

時に要援護者が安全に避難できる割合などの計画値が

定められているが、具体的な事業内容が分からない。

A  自主防災会会長、区の代表者、またはコミュニティ

に対し、自主防災組織の活動強化のために研修会を

行っている。

　また、研修会を通じて、防災訓練を行ってもらうよ

うに依頼している。

　さらに、平常時の要援護者への見守り活動がなけれ

ば災害時の情報提供や避難支援にはつながらないこと

から、消防防災課と介護サービス課で連携し、地域見

守り体制支援事業を行い、自主防災組織による要援護

者への災害時避難支援や見守り活動を支援している。

Q   甘木公園は整備が行われ、健康課などがスロージョギン

グ教室などを開く予定である。

　甘木公園の園路はすばらしいコースであり、これほど整備

されているのであれば、健康課をはじめ、生涯学習課などの

他の課も一緒になり、公園を盛り立てようとする考えはある

のか。

A  せっかくの公園整備であり、健康面での利用はもちろん

のこと、桜の時期の観光や遊具利用などにより、様々な用途

で多くの年代の方に公園を使っていただくように工夫してい

くことが必要かと考える。

整備された甘木公園の園路

※
こ
と
ば
の
遅
れ
や
発
達
が
気

に
な
る
乳
幼
児
に
対
し
て
、
小

児
発
達
専
門
医
、
心
理
相
談
員
、

保
健
師
、
保
育
士
な
ど
に
よ
る

個
別
の
診
察
や
発
達
検
査
、
相

談
を
行
う
事
業
。

予算を徹
Q   

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
事

業
に
つ
い
て
、
特
産
品
の
お
礼

品
と
は
何
か
。

A  

返
戻
品
を
提
供
す
る
業
者

か
ら
の
提
案
を
受
け
な
が
ら
、

検
討
し
て
い
く
。

Q   

新
事
業
を
始
め
る
の
で
あ

れ
ば
、
も
っ
と
意
気
込
み
を
持
っ

た
寄
附
金
額
の
目
標
が
あ
っ
て

も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
特
産
品
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
の
に
も
ア
ピ
ー
ル
の
仕
方

が
足
り
な
い
。
他
市
で
は
カ
タ

ロ
グ
な
ど
を
作
っ
て
特
産
品
を

Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。

A  

目
標
額
は
あ
く
ま
で
も
見

込
み
で
あ
る
。

　

特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
、

紹
介
し
て
い
き
た
い
。

Q   

に
こ
に
こ
こ
ど
も
相
談
に

つ
い
て
、
最
近
の
傾
向
は
。

　

ま
た
、
児
童
の
小
学
校
入
学

時
の
教
育
委
員
会
と
の
連
携
は

ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
の

か
。

A  

に
こ
に
こ
こ
ど
も
相
談
へ
の

相
談
数
は
年
々
増
加
、
延
べ
相

談
数
が
継
続
相
談
に
よ
り
少
し

ず
つ
増
え
て
い
る
傾
向
に
あ
る
。

　

学
校
な
ど
と
の
連
携
に
つ
い

て
は
個
人
情
報
保
護
な
ど
の
関

係
が
あ
り
、
保
護
者
の
同
意
を

得
て
、
必
要
が
あ
れ
ば
学
校
に

情
報
を
つ
な
ぐ
よ
う
に
し
て
い

る
。

Q 

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
の
お
礼
品
は

A 

返
戻
品
提
供
業
者
と
検
討
し
て
い
く

Q  自主防災組織育成事業の具体的な
 　内容は

A  自主防災会会長などを対象に研修
 　を行っている

Q  健康課をはじめ、他の課も一緒になり甘木
 　公園を盛り立てようとする考えは
A  健康面、観光などで多くの方に使っても
 　らう工夫が必要と考える

Q 

※

に
こ
に
こ
こ
ど
も
相
談
の
最
近
の
傾
向
は

A 

少
し
ず
つ
増
え
て
い
る
傾
向
に
あ
る
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